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z 第 1章 産業構造の変化と事業内容の変遷 
 過去に関するイノベーションを検証する。主に事業レベルの、ドラスティックなイノベ
ーションにおいて何が行われたのか、事実関係を明らかにしながら検証を進める。 


























図 1 多様なイノベーション・タイプ 
 図 1に示すように、イノベーションには 14種類のタイプがある。そして、これらのイノ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ログの作成はこれに備えたものだと考えられる。そして、実際に 1956 年（昭和 31 年）よ
り始まる日本の戦時賠償ビジネスにおいて、大きな成功を収めることとなるのである。 
 








国名 金額 協定締結日 
ビルマ連邦 720億円 1955年（昭和 30年）11月 5日 
フィリピン 1980億円 1956年（昭和 31年）5月 9日 
インドネシア 803億 880万円 1958年（昭和 33年）1月 20日 















404台 1億 7,700億円 
インドネシア 1958年（昭和 33年） ラタンプラント 
ヤシプラント 
65台 2,420万円 
ビルマ 不明 竹工プラント 
ラタンプラント 
21台 不明 
南ベトナム 1960年（昭和 35年） ヤシ加工機械 11台 755万円 
当時の売上規模は、賠償以外では 1ヶ月 1,200万円程度であった。また大卒初任給は 1万














































































ーシア工場に移管された。このときは 1987 年（昭和 62 年）から部品調達に関する調査が
開始され、翌 1988年（昭和 63年）12月から従業員の募集が開始された。そして 1989年（平














頭である。始まりは 1953 年（昭和 28年）12月の「紀ノ国屋青山店」の開店である。その













































深い ○ × ラベルのカット 
浅い ○ × 
ラベルの寸法のバラツキ ○ × 
多い ○ × 粘着剤の 
量 少ない ○ △ 
多い ○ ○ シリコン 
の塗布量 少ない ○ × 
クラフト ○ △ 
感圧粘着紙 
台紙の 
素材 グラシン ○ ○ 





























































サトー機工に労働組合が結成されたのは 1970 年（昭和 45 年）のことである。この時期
業容は急拡大しており、1967年（昭和 42年）4月末に 222名だった社員数は、1970年 4月

























1971 年（昭和 46 年）の年末賞与要求では、一週間の時限ストが決行された。このとき、
6回の交渉を経てようやく労使は合意に達した。翌 1972年（昭和 47年）の春闘では、組合
は 30日に渡るストを行った。ストによって業務は滞り、多くの代理店は怒り、特にダイエ
ーや西友は「今後は 2 社購入にする」と通告してくる事態となった。経営面では取締役 3




一方、そのような中でも業績は伸び続け、売上高 29 億 7,900 万円（前年比 123.6%）、経



































































































試作機は 4月 29日に完成した。佐藤陽社長（当時）他 3名は 5月 3日、この試作したバ
ーコード・ハンドラベラーを携帯して日本を出発した。 




























図 14 SMI展の様子 
 




































































































































スーパーマーケット業界は 1980 年（昭和 55 年）頃、冬の時代に直面し経営合理化を迫































一つである。1970 年代、会社は従業員 1200 名規模の大企業であった（2009 年 4 月 1 日現









































































ンタは定価が 1400円と高価なものであった。これを 900円から 1000円で仕入れていた。 
サーマルヘッドはローム社製の厚膜ヘッドを採用した（現在は薄膜ヘッド主体）。この年
（1981年）になって出現した、ドライバ ICを搭載したサーマルヘッドである。価格は定価



















































そして JANコード 13桁にも対応した。JANコード 13桁は M-2311でも内部的には対応し
ていたが、市場リリースを急いで機能としては具現化していなかったものである。M-2700
の代になり、JANコード 8桁と 13桁を一台でこなせるようになった。 





























































































































サトーでは 1984年（昭和 59年）、PETフィルムを使用した 9ミクロンの厚さの熱転写用




























































































図 18 ラベリング・ロボット 
第3項 市場投入 







































































































































81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95
熱電子プリンタM-2311 1981年 初代、JAN8桁バーコード印字 - -
GPプリンタM-5323 1982年 米小売り店要望によりタグ印字追加 - - ※
熱電子プリンタM-2700 1983年 M-2311後継機、JAN13桁対応追加 60mm/秒 32mm
バーラベM-3600 1986年 新企画、ハンドラベラー型電子プリンタ 32mm/秒 33.8mm
バートロニクスM-3380 1987年 サーマルラベル/タグ対応 60mm/秒 56mm
バーラベM-3200 1989年 M-3600後継機、低価格化を実現 60mm/秒 32mm
バートロニクスM-3485i 1991年 法改正、食品添加物表示に特化 100mm/秒 80mm
SATOC M-8000 1982年 衣料分野進出モデル、OCR文字対応 - -
SATOC M-8300 1985年 競合対策によるJIS第1水準の漢字対応 40mm/秒 104mm
SATOC M-8500 1987年 競合対策による高速化対応 100mm/秒 80mm
バートロニクスM-3480 1989年 衣料小売店POS向け低価格プリンタ 100mm/秒 80mm
SATOC M-8800 1990年 高速化対応 150mm/秒 80mm
SATOC M-8850 1992年 M-8800後継機、使いやすさを追求 - -
バートロニクスM-1500 1984年 物流業者要望、ペンスキャナ対応 - -
バートロニクスM-3300 1985年 M-1500後継機 - -
バートロニクスM-3360 1987年 サーマルラベル/タグ対応 60mm/秒 53.3mm
バートロニクスM-3800 1992年 新市場の物流システム向け、堅牢性重視 - 104mm
モバイルプリンタM-3100 1994年 新企画、モバイルプリンタ 22.5mm/秒 48mm
スキャントロニクスM-4500 1984年 産業分野進出モデル、インテリジェント機能 50mm/秒 69mm
スキャントロニクスM-4500S 1985年 バーコード自動識別システム対応 50mm/秒 69mm ※
スキャントロニクスM-4605 1986年 市場要望により高密度バーコードへ対応 40mm/秒 104mm ※
スキャントロニクスM-4680 1987年 競合対策による高速化対応 80mm/秒 104mm ※
トナー式電子プリンタLS210 1989年 高品質印字、高速発行、幅広・長尺用紙に対応 150mm/秒 216mm
スキャントロニクスM-4800 1990年 米メーカーの低価格攻勢に対抗、低価格化 125mm/秒 104mm
スキャントロニクスM-4760 1990年 営業要望による6インチ幅対応 60mm/秒 152mm
トナー式電子プリンタM-250 1991年 10インチ幅ニーズにトナー方式で対応 - 254mm
M-4100 1992年 営業要望による10インチ幅対応 - 254mm
M-4810 1992年 耐性ラベル、リボンの実現に伴う銘板分野進出 125mm/秒 104mm
スキャントロニクスM-4900 1993年 高速化対応 250mm/秒 125mm
スキャントロニクスM-4901D 1993年 東京ディズニーランドからの要望 250mm/秒 125mm
M4800RV 1994年 高速化対応 250mm/秒 104mm
EDI 100/200 1994年 EDI（企業間商取引）対応モデル - -
M-4000 1993年 サーマル紙の品質向上に伴う市場拡大に対応 80mm/秒 112mm
DT310 1994年 新スペック（3インチ幅）、印字レイアウト編集可 100mm/秒 80mm






































貨店分野で採用された機械文字である OCR文字の印字を行う機種であった（図 22）。 



































































図 25 スキャントロニクスM-4000 
 







たモデルチェンジが多くみられる。例えば 1987 年（昭和 62 年）に行われたスキャントロ
ニクスM-4605からM-4680へのモデルチェンジである。 





















ンタ LS-210 を 1989 年（平成元年）に既にリリースしており、トナー方式に関する要素技
術は確立されていた。 
1992 年には熱転写方式（ダイレクト・サーマル兼用）による 10 インチプリンタ M-4100
が開発された（図 29）。幅広プリンタは小型ラベルを一度に並列して発行する運用も可能
であり、市場ニーズが高かったのである。 





図 28 スキャントロニクスM-4780 
 




























図 30 バートロニクスM-3800 
第4項 低価格化の実現 
1989 年（平成元年）は、熱転写式バーコード・プリンタが低価格競争時代に突入した年
である。きっかけは、アメリカ・ファーゴ社が 2,495 ドル（34 万 9 千円）という驚異的な
低価格プリンタを発売したことによる。このプリンタと競合するサトーのスキャントロニ










図 31 スキャントロニクスM-8400 
この他にも、サトーは低価格プリンタを発売した。1989 年（平成元年）に発売されたバ
ーラベM-3200（図 32）やバートロニクスM-3480（図 33）である。これらのプリンタが低













図 32 バーラベM-3200 
 
図 33 バートロニクスM-3480 
第3節 ライフサイクルイノベーションの観点で捉える製品展開の歴史 
 










































































































 三行提報とは、故佐藤陽元会長が社長時代の 1976 年（昭和 51 年）に開始した、全社員
が毎日社長・副社長に対して提出する日報制度である。全社員が毎日例外無く、127文字の
日報をイントラネット上の提報システムを経由して提出するのである。三行提報のシステ
ム・フローを図 35図 35に示す。 
 

















証する。検証の方法としては、2009年 4月から 12月の 9ヶ月の間に優秀とされた提報 974
件を取り上げ、特に製品や商談に関する 140 件にフォーカスした上で、内容毎に分類を行
った。分類に際して基準とした項目を表 2に示す。 







4 新用途提案 既存製品の新たな用途に関する提案や情報共有 
5 導入事例 導入が決まった事例の内容に関する情報共有 
6 商材紹介 特定の顧客向け商材や、展示会に出品する商材に関する情報共有 
7 顧客ニーズ 顧客要望や、他社によって顕在化している市場ニーズ 
8 既存商品の改善提案 既存製品における不便な点や判りにくい機能に関する改善要望 
9 新運用事例 営業 PR に繋がるような既存製品の新しい運用事例に関する情報共有 
10 新しい販売形態 他社製品と自社製品の新しい組み合わせ等に関する情報共有 
11 新製品提案 既存製品にはない機能を持つ新しい製品の提案 
12 顧客動向 顧客要望があり対応した事例 
































z 直ちに次の営業活動に繋がる情報（「要水平展開」「有望顧客」）：計 56件（40%） 
z 営業 PRおよびサポート情報（「ストロングポイント」「導入事例」「商材紹介」「新運用
事例」「新しい販売形態」「顧客動向」）：計 54件（約 39%） 
z 既存製品を基にした商品企画に役立つ情報（「新用途提案」）：計 13件（約 9%） 












































































 表 5は、チェーン・リンク・モデルにおける重要項目と、サトーの対応状況である。 
項目 内容 対応状況
潜在ニーズの発見 市場で製品として具現化されていないニーズの発見 × 




















































図 37 サトーならではのイノベーション・エンジン SHINE 
強化ポイント 項目 内容 
① 三行提報の強化 「潜在的市場ニーズの発見」機能の追加 
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